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「第６次狭山市障害者福祉プラン」の策定にあたって 

 

 

 本市では、令和３年度に策定した「第５次狭山市障害

者福祉プラン」に掲げた「地域共生社会の実現」に向け、

地域のあらゆる住民が役割や生きがいを持ち、支え合い

ながら互いの立場を尊重し、住み慣れた地域でいきいき

と生活できるよう障害者施策を推進してまいりました。 

この間、令和５年３月には「狭山市手話言語条例」を

制定し、手話は言語であるとの認識に基づき、手話に対

する理解及び普及に向けての取り組みを行っているところであります。 

令和５年６月には、障害者差別解消法の改正により事業者への合理的配慮が義

務付けられ、障害者総合支援法の改正により障害者等の地域生活の支援体制の充

実、多様な就労ニーズへの支援及び障害者雇用の質の向上の推進等が定められま

した。 

また、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが「５類」へ移行し、市民

生活が日常を取り戻しつつある中、年始を襲った令和６年能登半島地震は、改め

て災害はいつ、どこで起きてもおかしくないことを思い知らされる出来事となり

ました。 

第６次狭山市障害者福祉プランにおいても、災害等における対応をはじめ、

障害のあるなしに関わらず、すべての人がともに支えあい、安心して暮らせる 

「地域共生社会の実現」に向けた取り組みを行ってまいります。 

結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見、ご提言をいただきました狭山

市障害者福祉プラン懇談会委員の皆様をはじめ、アンケート調査やパブリックコ

メントなどによりご意見をいただきました障害者団体・事業者の皆様や市民の皆

様に心からお礼を申し上げます。 

  

 

 

令和６年３月 

                         狭山市長 小谷野  剛 
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【対象とする障害者】 
障害者基本法において「障害者」とは、「身体障害、知的障害、精神障害（発

達障害を含む。）その他の心身の機能の障害がある方であって、障害及び社会
的障壁により継続的に日常生活または社会生活に相当な制限を受ける状態にあ
るものをいう。」と定義されています。 

この計画では、障害者基本法に基づき、身体障害者手帳、療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳を所持する方、発達障害のある方、高次脳機能障害のある方、
難病患者などで日常生活や社会生活において支援を必要とするすべての方を対
象としています。 
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  障害者計画 
障害福祉計画 

狭山市障害者福祉プラン 

障害児福祉計画 

第１節 計画の策定にあたって 

１．計画策定の趣旨 

本市で策定している障害者福祉プランは、障害者基本法に基づく障害者計画、障害者の日常生活及
び社会生活を総合的に支援するための法律（以下、「障害者総合支援法」）に基づく障害福祉計画、
児童福祉法に基づく障害児福祉計画の３つの計画で構成されており、それぞれの法に市町村が定める
ものとされています。 

そこで、令和３年度から令和５年度までの３年間を計画期間とする「第５次狭山市障害者福祉プラ
ン」に基づき、その基本理念である『～地域共生社会の実現をめざして～ともに支え合い、だれもが
いきいき安心して暮らせるまち・さやま』の実現に向けて、各種の障害者施策を推進してきました。 

その間には、令和４年度に障害者総合支援法の改正が公布され、障害者等が希望する生活を営む
ことができる社会を実現するために、障害者等の地域生活及び就労を支援する内容の改正が行われま
した。 

これらの法改正等の主旨を踏まえつつ、引き続き計画的かつ継続的な障害者施策を推進することを
目的に、令和 6 年度から令和８年度を計画期間とする「第６次狭山市障害者福祉プラン」を新たに策
定するものです。 

２．計画の位置づけ 

本計画は、本市の障害者施策を総合的かつ効果的に推進するために、 
①障害者基本法に基づく障害者計画 
②障害者総合支援法に基づく障害福祉計画   
③児童福祉法に基づく障害児福祉計画 
を一体として策定したものです。 

 
 

 
 
 

 

 
 身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む）、難病、その他の心身の機能の障害があり、障害及び社会的

障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態にあるもの 

 ①障害者計画 ②障害福祉計画 ③障害児福祉計画 

根拠法 障害者基本法 11 条３項 障害者総合支援法 第88 条 児童福祉法 第33 条の20 

計画期間 中⾧期 ３年間 ３年間 

計画内容 

障害者の自立と社会参加のため
の施策に関する基本的事項を定
める 

障害福祉サービス、相談支援及
び地域生活支援事業の必要量の
見込み及び提供体制の確保に関
して定める 

障害児通所支援・相談支援の必
要量の見込み及び提供体制の確
保などに関して定める 
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３．計画策定の背景 

近年、障害者に関する法律や制度は、サービスの充実や権利擁護の推進など、障害者が地域の中で、
安心して暮らせる環境を整備するため毎年のように改正されています。また、国では、法の主旨を踏
まえ、新たな都道府県計画や市町村計画の策定にあたり留意すべき事項を基本指針として取りまと
め、これを参考に計画を策定するよう各地方公共団体に通知しています。このようなことから、本計
画は、法改正の状況や国及び県の動向などを踏まえ策定します。 

① 障害者関連法整備の主な動き（障害者基本法改正以降） 

Ｈ23 ◇障害者基本法の一部を改正する法律の施行 

   障害の有無による差別の禁止、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生社会を実現する目的規定の   

見直し、障害者の定義の見直などが規定されました。 

Ｈ24 ◇障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律(以下「障害者虐待防止法」)の施行 

   国や自治体、施設は障害者虐待防止に努め発見者の通報の義務づけ等、具体的な対策を規定しました。 

Ｈ25 ◇障害者総合支援法の施行 

"共生社会の実現"のため、基本理念に社会参加の機会の確保と地域共生、社会的障壁の撤廃が明記され

ました。 

◇国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律（以下「障害者優先調達推進法」）

の施行 

障害者就労施設の発展を促進し、物品調達の推進や受注機会を確保するための事項を定め、需要の増進

を図ることが明記されました。 

◇成年被後見人の選挙権の回復等のための公職選挙法等の一部を改正する法律の施行 

成年被後見人の選挙権等を回復し、代理投票の補助者要件を調整して公正な選挙を確保することが明記       

されました。 

Ｈ26 ◇障害者権利条約の批准 

障害者の尊厳の尊重を促進し、権利実現のための措置等を規定した初めての国際条約に批准しました。 

◇難病の患者に対する医療等に関する法律の施行 

難病患者に対する医療費助成を法定化し、その医療費に消費税収入を充てるこができることなどが明記     

されました。 

Ｈ28 ◇障害者差別解消法の施行 

行政機関は障害者の要望に応じ、生活や社会参加の障壁を取り除く配慮が義務付けられました。 

◇障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法律の施行 

障害者への差別禁止や雇用での均等機会確保を規定し、合理的配慮などの措置が定められました。 

◇成年後見制度の利用の促進に関する法律の施行 

   成年後見制度の十分な普及を目指し、総合的で計画的な促進策が定められました。 

Ｈ30 ◇障害者総合支援法及び児童福祉法の改正の施行 

障害児の多様化するニーズへの対応、障害者の生活と就労支援、高齢者の介護保険サービスの円滑な利

用促進などを含む全世代に関係する改正内容となり、地方自治体には「障害児福祉計画」の策定が義務

付けられました。 

  Ｒ２ ◇社会福祉法の改正 

      地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する市町村の包括的な支援体制の構築の支援・市町村

の包括的な支援体制の構築の支援等が定められました。 

  Ｒ４ ◇障害者総合支援法の改正（公布） 

      障害者等の地域生活の支援体制の充実、就労支援及び障害者雇用の質の向上等が定められました。 
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年度 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

国

県

市
第５次

狭山市障害者福祉プラン

第４次

狭山市障害者福祉プラン

第６期

埼玉県障害者支援計画

第５期

埼玉県障害者支援計画

障害者基本計画（第４次）

第6次

狭山市障害者福祉プラン

第7期

埼玉県障害者支援計画

障害者基本計画（第５次）

第５期 障害者福祉計画期間 第６期 障害者福祉計画期間

第１期 障害児福祉計画期間 第２期 障害児福祉計画期間

第７期 障害者福祉計画期間

第３期 障害児福祉計画期間

４．諸計画との関係 

本計画は、本市の上位計画である「狭山市総合計画」及び他の福祉計画との施策の整合を図り、一
体的かつ効果的に推進します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

５．計画期間 

本計画の期間は、令和６年度から令和８年度までの３年間とします。 
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第２節 狭山市における障害者の現状と障害者をめぐる課題 

１．障害者の現状 

（１）狭山市の総人口 

本市の人口は、令和 5 年４月１日現在、149,113 人で、近年ゆるやかな減少傾向が続いています。 
その中で、65歳以上の高齢者は増加し、年齢別人口割合でみると高齢者の割合は平成 31年の30.8％

に対し、令和 5 年では 32.1％と 1.3 ポイント高くなっています。 
 
                 人口の推移 

 

年齢別人口割合の推移 

 

  平成31 年 令和2 年 令和3 年 令和4 年 令和5 年 

65 歳以上 30.8% 31.3% 31.8% 32.0% 32.1% 

18～64 歳 55.9% 55.6% 55.4% 55.3% 55.3% 

18 歳未満 13.3% 13.1% 12.8% 12.7% 12.6% 

 

 

20,145 19,681 19,244 18,954 18,730 

84,578 83,615 83,017 82,596 82,520 

46,536 47,098 47,567 47,848 47,863 

151,259 150,394 149,828 149,398 149,113 

0

20,000

40,000

60,000

80,000
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120,000

140,000

160,000

180,000

平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

（人）

65歳以上

18～64歳

18歳未満

資料：住民基本台帳（各年４月１日現在）
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（２）身体障害者 

本市の令和５年 4 月１日現在の身体障害者手帳所持者数は 4,363 人となっており、令和５年４月１
日現在の総人口 149,113 人の 2.9％にあたります。 

手帳の等級別でみると、重度障害者（１級、２級）の割合が 49.9％とほぼ半数となっています。 
なお、障害の種類別では「肢体不自由（上肢・下肢・体幹）」が 45.5％と最も多く、「内部障害」

が 33.9％で続いています。このほか、聴覚・平衡機能障害が 9.5％、視覚障害が 8.0％、音声・言語
そしゃく機能障害が 2.4％、免疫機能障害が 0.7%となっています。 

また、年齢別構成では 65 歳以上が 72.7％と大きな割合を占めています。 
手帳所持者の５年間の推移をみると総数や手帳の等級別割合に大きな変化は見られませんが、年齢

別構成では高齢者が大きな割合を占めています。 
 

身体障害者手帳所持者の等級別人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者手帳所持者の等級別割合の推移 

                                          （各年４月１日現在） 

  

 

 

 

 

 

 

※重度身体障害者：１級及び２級 

  平成31 年 令和2 年 令和3 年 令和4 年 令和5 年 

 １級 37.2% 36.5% 36.4% 35.5% 35.1% 

 ２級 14.9% 14.8% 14.5% 14.6% 14.8% 

 ３級 15.2% 15.4% 15.5% 15.6% 15.1% 

 ４級 21.4% 21.8% 22.3% 22.9% 23.1% 

 ５級 5.4% 5.7% 5.6% 5.4% 5.8% 

 ６級 5.9% 5.8% 5.7% 6.0% 6.1% 
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身体障害者手帳所持者の種類別構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

身体障害者手帳所持者の年齢別構成の推移 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障害者手帳所持者の年齢別構成割合の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 

種  類 R2 R5 

肢体不自由 48.4% 45.5% 

内部障害 32.8% 33.9% 

聴覚・平衡機能 9.0% 9.5% 

視覚障害  7.5%  8.0% 

音声・言語そしゃく  1.7%  2.4% 

免疫機能  0.6%  0.7% 

         （各年４月１日現在） 

  平成31 年 令和2 年 令和3 年 令和4 年 令和5 年 

６５歳以上 72.5% 72.2% 73.0% 73.2% 72.7% 

１８～６４歳 25.9% 26.2% 25.4% 25.0% 25.5% 

１８歳未満 1.6% 1.6% 1.6% 1.8% 1.8% 

種類別の構成 令和2.4.1時点との比較 

視覚障害

8.0%

聴覚・平衡

機能障害

9.5%

音声・言語そ

しゃく機能障害

2.4%

肢体不自由

（上肢・下肢・

体幹）
45.5%

内部障害

33.9%

免疫機能障害

0.7%

（令和5年4月１日現在）
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（３）知的障害者 
 

本市の令和５年 4 月１日現在の療育手帳所持者は 1,120 人となっており、令和 5 年 4 月１日現在
の総人口 149,113 人の 0.8％にあたります。 

これを手帳の等級別でみると、重度障害者（最重度、重度）が 37.1％となっています。 
年齢別構成では、18 歳未満が 28.1％、18～64 歳が 67.7％、65 歳以上が 4.2％となっています。 
手帳所持者の推移をみると、手帳の等級別の割合では、重度の方が減少し軽度の方が増加しており、

年齢別構成の割合では 18～64 歳が増加している状況です。 
 

療育手帳所持者の等級別人数の推移 

  

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

療育手帳所持者の等級別割合の推移 

※重度知的障害者：Ⓐ及びＡ 

                     （各年４月１日現在） 

  平成31 年 令和2 年 令和3 年 令和4 年 令和5 年 

 最重度（Ⓐ） 16.6% 16.2% 16.2% 16.4% 16.0% 

 重度（A） 22.1% 21.6% 20.9% 21.5% 21.1% 

 中度（B） 30.9% 30.8% 31.0% 29.7% 30.3% 

 軽度（C） 30.4% 31.4% 31.9% 32.4% 32.6% 
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療育手帳所持者の年齢別構成の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

療育手帳所持者の年齢別構成割合の推移 

                         （各年４月１日現在） 

  平成31 年 令和2 年 令和3 年 令和4 年 令和5 年 

６５歳以上 5.2% 4.7% 4.4% 4.3% 4.2% 

１８～６４歳 66.8% 66.1% 67.9% 67.9% 67.7% 

１８歳未満 28.0% 29.2% 27.7% 27.8% 28.1% 
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（４）精神障害者 

本市の令和 5 年 4 月１日現在の精神障害者保健福祉手帳所持者は 1,533 人となっており、令和 5 年
4 月１日現在の総人口 149,113 人の 1.0％にあたります。 

手帳の等級別でみると、２級が 54.9％と最も多く、次に３級が 37.1％、１級が 8.0％となっていま
す。年齢別構成でみると、18 歳未満が 2.2％、18～64 歳が 84.3％、65 歳以上が 13.6％となってお
り、5 年間の推移をみると 18～64 歳と 18 歳未満の割合が増えています。 

また、障害者自立支援医療（精神通院）受給者数は 2,522 人で、これは総人口の 1.7％にあたり、
受給者数は年々増加しています。 

疾病分類でみると、「統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害」と「気分障害」が特に多く、
この二つの分類で 70.2％と全体の約 7 割を占めています。 

精神障害者保健福祉手帳所持者、自立支援医療（精神通院）受給者の推移をみるとどちらも増加傾
向にあります。 

精神障害者保健福祉手帳所持者の等級別推移 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精神障害者保健福祉手帳所持者の等級別割合の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 

※重度精神障害者：１級 

                （各年４月１日現在） 

  平成31 年 令和2 年 令和3 年 令和4 年 令和5 年 

 １級 10.1% 9.7% 9.7% 9.3% 8.0% 

 ２級 55.4% 54.2% 54.9% 54.9% 54.9% 

 ３級 34.5% 36.1% 35.4% 35.8% 37.1% 
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20

精神障害者保健福祉手帳所持者の年齢別構成の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

精神障害者保健福祉手帳所持者の年齢別構成割合の推移 

  
  
 
 
 
 
 
  

                          （各年４月１日現在） 

  平成31 年 令和2 年 令和3 年 令和4 年 令和5 年 

６５歳以上 14.6% 15.1% 15.2% 15.3% 13.6% 

１８～６４歳 83.7% 83.0% 82.9% 82.7% 84.3% 

１８歳未満 1.7% 1.9% 1.9% 2.0% 2.1% 

※ 県が発表する数値とは、日付等の解釈が異なるため数値に差異があります 
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障害者自立支援医療（精神通院）受給者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

障害者自立支援医療（精神通院）受給者の疾病分類 
                  （各年４月１日現在） 

疾 病 
平成 

31 年 

令和 

2 年 

令和 

3 年 

令和 

4 年 

令和 

5 年 

症状性を含む器質性精神障害 51 52  58  70 61 

精神作用物質使用による精神及び行動の障害 25 23  26  30 29 

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害 716  730  579  712  726  

気分障害（感情障害） 818  867  740  938  1,043  

神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害 145  137  122  149  160  

生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群 12 8  9  12 12 

成人の人格及び行動の障害 16 14  10  13 14 

知的障害（精神遅滞） 22 20  18  27 32 

心理的発達の障害 73 93  105  119  141  

小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害 40 48  54  76 90 

てんかん 100  120  110  149  162  

その他の精神障害 0 2  0  0 0 

分類不明 70 56  579  95 52 

合 計 2,088  2,170  2,410  2,390  2,522  
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（５）難病患者 

 

本市の令和５年 4 月 1 日現在の特定疾患等医療給付制度及び小児慢性特定疾病医療の受給者数は
1,385 人となっており、令和 5 年 4 月１日現在の総人口 149,113 人の 0.9％となっております。また、
受給者数は年々増加しています。 

 

特定疾患医療受給者等の推移 
                （各年４月１日現在） 

項    目 平成31 年 令和2 年 令和3 年 令和4 年 令和5 年 

特定疾患等医療受給者 1,149  1,156  1,253  1,240  1,261  

小児慢性特定疾病医療受給者 141  132  132  142  124  

合 計 ※ 1,290  1,288  1,385  1,382  1,385  

※ 小児慢性特定疾病医療受給者の中には特定疾患医療受給者となっている方もおり、合計は実数とは異なります。 

 

（６）障害支援区分の認定状況  

本市の障害福祉サービスの支給決定者は、令和 5 年 4 月１日現在 1,037 人（実人数）となってお
り、令和 5 年４月１日現在の総人口 149,113 人の 0.7％となっています。このうち、区分１から区分
６までの障害支援区分の認定を受けた方は、671 人となっており、総人口の 0.4％となっています。 

３年前と比較すると障害福祉サービスの支給決定者が 889 人から 1,037 人になっており、16.6％の
増となっています。特に精神障害者の区分の「認定なし」が 187 人から 210 人に増えています。 

 
障害別支援区分認定の状況 

 

障害種別 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 認定計 認定なし 累計 

身体障害者 10 18  50 32  34 77  221  42  263  

知的障害者 5 36  50 74  48 93  306  114  420  

精神障害者 1 65  50 18  8 2  144  210  354  

合 計 16 119  150  124  90 172  671  366  1,037  

※重複障害の場合はそれぞれの障害に計上されているため、３障害を足した数と全体の数は一致しません 

※認定区分は１～６に分かれており、区分１から順にサービスの種類及び利用可能量が増加し、区分６が最も多く

なります 

※「認定なし」は、障害支援区分認定を必要としない訓練等給付のサービスを受ける方の人数です。 

 「認定計」と「認定なし」の合計が、障害福祉サービスの支給決定者数になります。 
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２．第５次狭山市障害者福祉プランの取組状況 

（１）各施策の達成度評価 

第 5 次狭山市障害者福祉プランにおいて、各担当課で令和 4 年度末現在の達成度評価を行い、これ
を各章ごとに取りまとめて評価した結果は次のとおりとなります。 

令和 3 年度と比較するとコロナ禍の終息に伴い、社会参加の支援や就労の支援が上昇し、社会活動
が通常に戻ってきていることが伺えます。 

 
令和4 年度評価別施策数 平均値 

 
令和4年度評価別施策数 

項目                  達成度 目標達成 概ね達成 
改善の 

余地あり 

検討・ 

調査中 

未着手 
コロナ 
影響含 

一部実施 

コロナ 

影響含 

施策数 平均値 

基本施策１ 相互理解と権利擁護の取り組みの充実 2 6 2     1 11 2.8 

基本施策２ 保育・教育体制の充実     2 2 4     1 9 2.5 

基本施策３ 社会参加の支援 2 1 1       4 3.3 

基本施策４ 就労の支援 3 2        5 3.6 

基本施策５ 相談支援体制の充実     1 5        6 3.2 

基本施策６ 福祉・保健・医療施策の推進 1 7  1   1 10 2.8 

基本施策７ やさしいまちづくりの推進 1 7 2      10 2.9 

合 計 12 30 10 0 0 3 55 2.9 

 

  

 

 

 

【平均値の算出方法】 

① 55の施策について各課での評価を得点化 
 

目標達成：４点 概ね達成：３点 改善の余地あり：２点 検討・調査中：１点 一部実施コロナ影響：０．５点 未着手：０点 
 
② １つの施策に対し複数課にまたがる施策があるため、施策ごとに平均値を算出し目標の達成状況を把握 

③ 章全体の平均値を算出 
 
＊施策には、障害のある方に対する取り組みに特化したものではなく、福祉全般にかかわるものも含まれています 

 

0
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2

3

4

基本施策１ 相互理解と権

利擁護の取り組みの充実
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援
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基本施策6 福祉・保健・医
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基本施策7 やさしいまちづ

くりの推進
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（２）目標値と実績値 

第５次狭山市障害者福祉プランに掲げた入所施設の入居者の地域生活への移行、福祉施設から一般
就労への移行等における令和４年度の実績値と令和５年度の目標値は以下のとおりです。 

令和４年度の実績でみると、年間一般就労移行者数は令和５年度の目標値を上回る実績となってい
ますが、地域生活移行者数、就労移行支援事業利用者数は目標値に達していない状況です。 

 

①目標１ 入所施設の入居者の地域生活への移行 

 

項 目 
令和４年度 

実績 

【目標値】

令和５年度 

施設入所者数 １１４人 設定しない 

地域生活移行者数 ４人 ７人 

＊「施設入所者数」とは、入所している者の合計数 

「地域生活移行者数」とは、施設入所からグループホームなどへ移行する者の数 
 
 

②目標２ 福祉施設から一般就労への移行など 

 

項 目 
令和４年度 

実績 

【目標値】

令和５年度 

年間一般就労移行者数 ２１人 １９人 

＊一般就労移行者数とは、福祉施設から一般企業などの雇用に移行する者の数 
 

 

項 目 
令和４年度 

実績 

【目標値】

令和５年度 

就労移行支援事業利用者数 １５人 １６人 

＊就労に必要な知識や能力の向上のために必要な訓練、就労に関する相談や支援を利用する者の数 
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（達成率単位：％）

令和５年度（参考）

見込量 実績値 見込量 実績値 成果率 見込量

時間
※1 7,673 6,861 8,088 7,721 95.5 8,530

人数 361 203 385 208 54.0 411

人日分
※2 10,030 10,866 10,567 12,073 114.3 11,041

人数 792 635 833 698 83.8 876
人日分 4,016 4,704 4,122 5,020 121.8 4,232
人数 243 245 250 267 106.8 256

人分
※3 66 19 66 33 50.0 66

人数 3 1 3 2 66.7 3
人日分 132 87 132 104 78.8 132
人数 11 6 11 7 63.6 11
人日分 912 788 1,055 770 73.0 1,106
人数 99 45 109 45 41.3 120
人日分 1,176 1,097 1,204 1,036 86.0 1,232
人数 78 59 80 56 70.0 81
人日分 3,359 4,018 3,613 4,484 124.1 3,886
人数 280 245 301 283 94.0 324
人日分 924 506 1,012 594 58.7 1,100
人数 42 23 46 27 58.7 50
人数 16 15 16 14 87.5 16
人日分 337 134 343 206 60.1 350
人数 56 16 57 21 36.8 58
人日分 32 19 32 17 53.1 37
人数 6 3 6 3 50.0 7

居住系サービス 人数 128 135 129 137 106.2 130

自立生活援助 人数 2 0 3 0 0.0 3

共同生活援助 施設数
※4 16 25 17 28 164.7 18

施設入所支援 人数 110 110 109 109 100.0 109

計画相談支援 人数 200 212 220 241 109.5 240

地域移行支援 人数 3 0 3 0 0.0 3

地域定着支援 人数 3 0 3 0 0.0 3
人日分 3,156 3,689 3,394 4,089 120.5 3,666
人数 460 421 496 464 93.5 536

障害児相談支援 人数 411 138 432 150 34.7 453

障害児相談支援 人数 411 138 432 150 34.7 453

※1： 【単位：時間】・・・月間のサービス提供時間

※2： 【単位：人日分】・・・「月間の利用人員」×「１人１月あたりの平均利用日数」

※3： 【単位：人分】  ・・・月間の利用人数

※4： 共同生活援助の施設数は市内の施設

※5： 参照　訪問系サービス・・・P81　日中活動系サービス・・・P83　居住系サービス・・・P85　指定相談支援・・・P86

障害児通所支援・・・P87　障害児相談支援・・・P89

536保育所等訪問支援

4,089 120.5 3,666
放課後等デイサービス

人数 460 421 496 464 93.5

226 241 106.6 246

障害児通所支援

児童発達支援 人日分 3,156 3,689 3,394

短期入所（福祉型）

短期入所（医療型）

指定相談支援
（サービス利用計画作成支援）

人数 206 212

自立訓練（生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援Ａ型（雇用型）

就労継続支援Ｂ型（非雇用型）

就労定着支援

療養介護

411行動援護

重度障害者等包括支援

日中活動系サービス

生活介護

自立訓練（機能訓練）

95.5 8,530重度訪問介護

同行援護

人数 361 203 385 208 54.0

令和３年度（月間） 令和４年度（月間）

訪問系サービス

居宅介護
時間 7,673 6,861 8,088 7,721

（３）指定障害福祉サービス及び指定相談支援、障害児サービスの見込量と実績値

及び成果率 

第５次狭山市障害者福祉プランにおける各サービスの見込量と令和３年度及び令和４年度の実績
値は以下のとおりです。 

令和４年度の達成率をみると、日中活動系サービスにおいては生活介護及び就労継続支援Ｂ型、居
住系サービスにおいては共同生活援助が見込量を上回る実績となっています。 

また、障害児については通所支援が見込量を大きく上回っており、利用者が多い状況となっていま
す。 

指定障害福祉サービス及び指定相談支援、障害児サービスの見込量と実績及び成果率 
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（達成率単位：％）
令和５年度

（参考）

見込量 実績値 見込量 実績値 成果率 見込量

1 1 1 1 100.0 1

1 1 1 1 100.0 1

1 1 1 1 100.0 1

基幹相談支援センター 実施 実施 実施 実施 － 実施

自立支援協議会 実施 実施 実施 実施 － 実施

実施 実施 実施 実施 － 実施

実施 実施 実施 実施 － 実施

696 647 696 601 86.4 696

12 4 12 10 83.3 12

1 1 1 1 100.0 1

2,657 2,910 2,734 2,897 106.0 2,814

4 6 4 9 225.0 4

20 18 20 13 65.0 20

14 5 14 8 57.1 14

25 10 25 21 84.0 25

2,591 2,865 2,688 2,844 105.8 2,748

3 6 3 2 66.7 3

117 90 123 96 78.0 129

8,412 5,870 8,832 9,366 106.0 9,276

180 214 180 207 115.0 170

4 4 4 4 100.0 4

360 429 360 405 112.5 360

7,400 4,186 7,400 4,873 65.9 7,400

1 1 1 1 100.0 1

1,000 2,140 1,000 1,763 176.3 1,000

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ教室開催等事業 24 2 24 20 83.3 24

点字・声の広報等発行事業 24 24 24 24 100.0 24

奉仕員養成研修事業・手話講習会 68 48 68 80 117.6 68

自動車運転免許取得助成事業 1 0 1 0 0.0 1

自動車改造助成事業 10 4 10 5 50.0 10

福祉タクシー利用助成事業 22,300 16,389 22,300 16,101 72.2 22,300

自動車燃料購入助成事業 22,500 21,808 22,500 21,804 96.9 22,500

ハンディキャブ運行等事業 1,500 741 1,500 724 48.3 1,500

（件数）

（件数）

（件数）

社会参加促進事業

（件数）

（発行回数）

（開催件数）

（件数）

（件数）

（６）その他事業

訪問入浴サービス事業 （利用回数）

日中一時支援事業 （利用日数）

聴覚障害者相談員設置事業
（設置者数）

（相談件数）

（４）移動支援事業
（実利用者見込者数）

（延利用見込時間数）

（５）地域活動支援センター事業
（実利用者見込者数）

（実施見込設置者数）

情報・意思疎通支援用具 （給付見込件数）

排泄管理支援用具 （給付見込件数）

居宅生活動作補助用具（住宅改修費） （給付見込件数）

介護・訓練支援用具 （給付見込件数）

自立生活支援用具 （給付見込件数）

在宅療養等支援用具 （給付見込件数）

要約筆記奉仕員派遣事業 （実利用見込件数）

手話通訳者設置事業 （実設置見込者数）

（３）日常生活用具給付等事業 （給付見込件数）

実施の有無
②市町村相談支援機能強化事業

③成年後見制度利用支援事業

（２）意思疎通支援事業

手話通訳者派遣事業 （実利用見込件数）

令和３年度 令和４年度

（１）相談支援事業

①相談支援事業

障害者相談支援事業

身体障害者（実施見込箇所数）

知的障害者（実施見込箇所数）

精神障害者（実施見込箇所数）

（４）地域生活支援事業の見込量と実績値及び成果率 

日常生活用具の支給量が伸びており、見込量を上回っています。特に排泄管理支援用具が増加して
います。 

また、聴覚障害者相談員の相談件数が見込みより大幅に増加しています。 
 

地域生活支援事業の見込量と実績及び成果率（年間） 
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３．計画策定に係るアンケート調査結果及びヒアリング調査結果 

（１）障害者に対するアンケート調査結果 

■調査の目的 

第 6 次狭山市障害者福祉プラン策定のための基礎資料とするとともに、計画に基づいて障害者福
祉施策を進める際の参考とするために実施しました。 

 

■調査対象 

狭山市に在住する身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の所持者などを対象に実
施しました。 

■配付・回収結果 

  配布数    1,500 件 

総回収数 723 件 うちオンライン回答 65 件 （総回収率 48.2％）   
    

■調査期間 

令和 5 年 1 月 
 

■調査方法 

郵送による配付、回収（一部、オンライン回答、窓口回収あり） 
 

■調査結果の概括 

 【回答者の年齢】 

稼働年齢層の18 歳から 64 歳が51.1％、65 歳以上の高齢者は 39.8％となっています。 
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【介護保険の利用状況】 

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保険福祉手帳所持者のうち、介護保険サービスを「利用  
している」という回答は15.7％となっています。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【手助けが必要なとき】 

手助けが必要な場面としては、「特になし」という回答が最も多く、「外出するとき（通院や買い物など）」
「日常の暮らしに必要な事務手続き」「緊急時に避難・連絡したいとき」が続いています。 
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【主な介助者】 

日常生活に関する主な介助者としては、「特にいない（必要ない）」を除き、「夫・妻」や、「父・母」を挙
げた回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフ中の「前回調査」（第６次障害者福祉プラン策定アンケート調査）の結果を、また「ｎ」は回答者

数を表します（以下、本章中において同様）。 

 

  

ｎ=723 

ｎ=688 
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